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技術委員会の組織
及 び

規格策定プロセスについて

資 料 ４
(Ⅰ)第1回技術委員会
平成17年9月13日

高圧ガス保安協会

平成17年9月13日
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技 術 委 員 会

（各組織の役割）

１．技術基準作成基本方針の検討

２．規格委員会に関する…
①設置等の承認
②活動評価
③規格委員会が策定する技術基準に関

連するプロセスレビュー及びテクニカル
レビュー

３．ＫＨＫが経済産業大臣に対して行う意見
具申等に関する調査審議
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規 格 委 員 会

１．技術基準案の審議・承認

２．パブリックコメントの実施と対応に関する

審議・承認

３．分科会及び解釈専門分科会の設置等の

承認
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分 科 会

技術基準案を作成し、規格委員会へ上申

すること

解釈専門分科会

規格等の質疑応答・運用解釈の作成及び

承認
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（技術委員会関係規程類等体系図）
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★★技術委員会規程

★★規格委員会規程

★★技術基準整備３ヶ年計画

★★技術基準作成基本方針

技術基準策定手順書
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技術委員会

原案作成 分 科 会

規格委員会
コンセンサス
形成

④審議・書面投票

③ 上申

①ドラフト作成

⑥ パブコメ送付 ⑧ 上申

④’テクニカルレビュー
適合性確認

（ 規 格策定 プ ロ セ ス ）

調整・レビュー

個人、企業、団体等

提案

素案作成

②審議・投票（書面 or 挙手）
⑦パブコメ対応案作成

⑨パブコメ対応書面投票

⑤パブリックコメント

⑩プロセスレビュー
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委員の活動 （第６条）

１．規格委員会の活動評価

２．プロセスレビュー及びテクニカルレビュー

３．委員個人が行った上記１．及び２．に関す
る規格委員会の説明及び対応について、
技術委員会の決議を要求できる

（技術委員会規程 ポイント）
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委員会の開催等 （第７条、８条）

１．原則 ４回／年 開催

２．定足数＝委員の数の過半数

３．委員会は、原則公開

決議・決議要件 （第１０条等）

１．通常議案＝出席委員数の過半数以上

２．重要議案＝委員の数の過半数以上
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異議申し立て制度 （第１１条）

・委員は、委員会により可決又は否決された

決議について異議のある場合、委員会に対

し再考を要求できる
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（技術基準作成基本方針 ポイント）

技術基準の体系 （２．）

１．規 格（KHK Ｓｔａｎｄａｒｄｓ）

（KHK Interpretations）

・ 基 準
・ 指 針

２．質疑応答・運用解釈

３．技術文書（KHK Technical Documents）
・将来的に制定が期待される規格案

・規格等の作成根拠に関する技術調査報告書等
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制定活動 （３．）

１．３ヶ年計画（ローリングプラン）･･･資料７

２．共同規格の制定推進

３．国際整合性

規格委員会の所掌範囲 （４． 別添）

・当面５つの規格委員会の所掌範囲規定
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技術基準作成組織 （５．）

１．業種バランスの要求

２．公正、公平、公開による審議原則

３．倫理遵守

技術基準の制定責任 （６．）

・最終制定責任は高圧ガス保安協会
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（規格委員会の設置について）

圧力容器規格委員会

対象分野：主に高圧法 特定設備検査規則

熱交換器 反 応 器
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移動容器規格委員会

対象分野：主に高圧法 容器保安規則

複合容器

容器附属品（バルブ等）

溶接容器

継目なし容器
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高圧ガス規格委員会

対象分野：主に高圧法 一般則、液石則、コンビ則

高圧ガスの

製造、貯蔵、販売、移動、消費等
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冷凍空調規格委員会

対象分野：主に高圧法 冷凍保安規則

空 調

冷蔵倉庫

冷凍機
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液化石油ガス規格委員会

対象分野：主に液化石油ガス法
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容器規格委員会（１７名予定）

学識者：４名
製造者：３名 使用者：３名
エンジニアリング：４名 材料製造者：２名
検査機関：１名

（各規格委員会業種バランス案（参考））

移動容器規格委員会（１５名予定）
学識者：４名
製造者：４名 使用者：４名
材料製造者：２名
検査機関：１名
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高圧ガス規格委員会（２１名予定）

学識者：５名

石油精製：２名 石油化学：２名

産業ガス：２名 ＬＰガス：１名

ガス販売：１名

エンジニアリング：２名

設備メーカ：１名 設備メンテナンス：１名

都道府県：３名

高圧ガス保安協会：１名
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冷凍空調規格委員会（１５名予定）

学識者：４名

機器製造者：３名 機器使用者：２名

工事事業者：２名

検査機関：２名

都道府県：２名
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液化石油ガス規格委員会（２０名予定）

学識者：４名

ガス製造：３名 ガス販売：３名

機器製造者：１名 安全器具製造者：２名

圧力容器製造者：１名

エンジニアリング：１名

検査機関：１名

消費者：３名

都道府県：１名
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（現在活動中の専門委員会の取扱い：移行イメージ）

旧技術委員の任期
平成１６年４月１日～

Ｈ
17
・
９
・13

（
第
１
回
新
技
術
委
員
会
）

改
正
技
術
委
員
会
規
程
施
行

規
格
委
員
会
規
程
施
行

（
第
１
回
各
規
格
委
員
会
）

①現在活動中の専門委員会の暫定的活動
承認

②規格委員会設置後は、同委員会の承認
の下 “分科会”へと移行

暫
定
分
科
会
活
動
期
間

暫定分科会から正式な分科会

への移行につき、審議・承認
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（活動中の専門委員会）

液化炭酸ガス容器用安全弁に関する基

準検討専門委員会

（移動容器規格委員会）

水素燃料電池自動車用ガス供給スタンド

に係る保安検査基準等検討専門委員会

定期自主検査指針・保安検査基準解釈

専門委員会
（高圧ガス規格委員会）
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液化石油ガス法施行規則関係基準専門

委員会

器具省令関係基準専門委員会

バルク関係基準専門委員会

ＬＰガス設備設置基準関係専門委員会

（液化石油ガス規格委員会）


